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私たちの身の回りでは…

私たちの生活には日々、 “ 困りごと ” や “ ニーズ ” がうまれ、
様々な 団体（プレーヤー） が地域で活動しています
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都市部のコミュニティの現状

１．地域の関係の希薄化
（１）自治会・町会加入率の低下
・「若い世代」「ひとり暮らしの世帯」「居住年数が浅い世帯」で加入率が低い傾向
・未加入世帯ほど「地域活動に関心がない」傾向

（２）近所付き合いの希薄化
・特にサラリーマン世帯が多い都市部では地域にいる時間が少ないため、近所付き合いの希薄化につな
がっている傾向

・東京のマンションで特に顕著であり、地方圏の都市では比較的近所住民とのつながりを有している

（３）地域活動の担い手不足
・自治会、町会の役員の高齢化が進んでいる。役割が集中し、人員も固定化する傾向
・自営業者等が減少し、代わりに入ってきた外部の企業等は地域活動への協力が得にくい傾向

２．自治会・町会の役割の多様化
（１）支援が必要な住民への対応
・ひとり暮らしの世帯等は近所付き合いが希薄になる傾向
・「孤独死」防止の観点等から、ひとり暮らしの高齢者や災害時の要援護者等、支援が必要な住民の情報の
把握が必要

・個人情報管理方法に課題

（２）防災面での取り組みへの期待
・都市住民の防災に対する意識は高い傾向。「防災力を高める」ことについてニーズが高い
・東日本大震災時には日頃から地域との付き合いがない人は、災害時の避難方法や避難先を知らないため、
うまく避難できなかったり、避難先で協調できなかったりする場合あり

【出典：総務省「今後の都市部におけるコミュニティの在り方に関する研究会報告書」
平成26年3月



３．コミュニティを構成する多様な主体
（１）マンションと自治会・町会の関係
・マンションには既存の町会、自治会に加入せず、又は退会するところもあり、マンション住民と地域の繋
がりが構築しにくい

・地域における防災等の取組に、マンション等の住民が個別に参加できず、結果的に集合住宅が孤立する事
例あり

（２）企業等の勤務者や多彩な住民と地域の関係
・都市部は、住民に多彩な人材が含まれており、また住民以外の企業等の勤務者も日中活動を展開
・様々な人材を活かすことで、様々な問題に対応する解決策につなげていくことが可能

（３）新たな地域コミュニティ組織
・町会、自治会のほか、地域で活動する各種団体・民生委員等が地域課題を話し合い、解決に向けて取り組
む「プラットフォーム」を形成する事例あり

・プラットフォーム形成により、行政が直接実施してきた事業を地域に委託する流れも増加

（４）新たなきっかけによる地域との関わり、つながりの発生
・近所付き合いはしなくても、人とのコミュニケーションを望んでいないわけではなく、カフェ等の集いを
提供している事例あり

・祭りやイベント等は、地域に関心がなかった住民等が地域と関りを持つきっかけにもなる



地域交流の実態
・平成１７年度「国土交通省白書」より抜粋
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杉並区の状況
 第５７回 区民意向調査（令和７年度調査）資料３
・「定住意向」では、住み続けたいと思う回答がほぼ90％となる結果！
・「住みやすさ」では、「住みよいまち」と思う回答が90％以上！

杉並区は住みやすくて、住み続けたいと思う区民が多い！

 すぎなみ・フェスタ2025 町会・自治会アンケート 資料２

・町会、自治会に加入していない人が半数以上
・でも、町会、自治会には、防犯・防災の活動やお祭りの開催を望む声が多い

町会・自治会の活動に理解を示している人は多数

さらに・・・



もし、あなたが町会・自治会活動（お祭り・防災訓練等）のお手伝いを頼
まれたら、やってみようと思いますか？

なんと！約８0％の方が、前向きな回答！

地域コミュニティ活性化への可能性！



地域課の取組
 財政的支援

・町会、自治会活動（イベントの開催など）への支援（まちの絆向上事業助成）
・掲示板設置の支援
・防犯カメラ設置の支援

 専門的支援
・もう一歩進め隊

町会、自治会で新たな取り組みを行う際、その手法や手順、必要な手続きな
ど、コーディネーターを派遣して事業準備のサポートをする。

 今年度の取組
→マンション居住者への加入促進の検討
→町会、自治会のDX化の検討



本日の地域懇談会

地域区民センター協議会

協議会や他団体
と協働（連携）
ができないか？

地域懇談会のよ
うな定期的な地
域の意見交換の
開催

こんな講座を
開催してほしい

広報活動での
連携で、より多
くの人へ周知で
きないか？

・センター協議会が「地域コミュニティの形成」を目指すにあた
り、それぞれの団体の課題を共有して、協議会活動の新たな事
業展開の材料にしていきたいと考えています。



 

 

すぎなみフェスタ 2024 

町会・自治会アンケート集計結果 

 

〇日  時：令和６年１１月９日（土）１０日（日） １０：００～１５：００ 

〇場  所：桃井原っぱ公園 

〇回答件数：４８８件（紙での回答：２５９件、電子フォームでの回答：２２９件） 

ゲーム参加者数（＝参加賞 配布数）８１８人 

 

Q、あなたは町会・自治会に加入していますか？ 

加入している  １９６件（４０．２％） 

加入していない ２９２件（５９．８％） 

【理由】 

町会・自治会があるのかわからない 107件 36.4％ 

町会・自治会はあるが、勧誘されなかった・加入の方法がわからない 30件 10.2％ 

マンション等の集合住宅に住んでいる 118件 40.1％ 

町会・自治会に関心がない 26件 8.8％ 

その他 13件  4.4％ 

入会の声をかけたがコロナで返事がきてない／一時期、別地域にいたため／回覧板くらいの関

係性と地元の人達の繋がりが強く見えて他所から来た人には関わりづらい／家庭の予定を優先

したい／区外のため 

 

Ｑ 今後の 町会・自治会活動 にどのようなことを求めますか？（複数回答可） 

町会・自治会活動を継続・充実させてほしい 296件 41.7％ 

事業計画や予算などを分かりやすく伝え、町会・自治会運営の「透明

性」を高める 
97件 13.7％ 

活動の周知に、電子回覧板や LINE等の SNSを活用する 129件 18.2％ 

町会・自治会費を現金以外の電子マネーや振込で支払えるようにする 70件 9.9％ 

町会・自治会活動を若い世代にも分担し、時代に応じたアップデートを

行う 
107件 15.1％ 

その他 10件  1.4％ 

特にない／そもそも何をやっているのかよく分かっていない／みんなのコミュニティがよくな

れば OK／必須の活動のみでよいかと思います／マンションのため、よくわからない／防犯対

策  

   

●町会・自治会に行ってほしい活動 

災害を見据えた防災訓練や防犯パトロール 224件 33.8％ 

お祭りやもちつき 290件 43.7％ 

食事会やバス旅行などの親睦行事 34件 5.1％ 

公園の花の植替えや清掃などの美化活動 112件 16.9％ 

その他 3件  0.5％ 

避難時要援護者の確認／マンションのためよくわからない／防犯対策   

 

 

 

（裏面あり） 

資料２ 

 



Ｑ もし、あなたが町会・自治会活動（お祭り・防災訓練等）のお手伝いを頼まれたら、 

やってみようと思いますか？ ※意識調査です。回答の結果により依頼をすることはありません 

 

やってみようと思う 73件 15.1％ 

短時間・簡単なことなら、やってもよい 346件 71.5％ 

お手伝いはできない 65件 13.4％ 

【理由】 

仕事が忙しいため／小さい子供がいるため／ひとり親のため難しい／子供の学校で役員をして

いてしばらくは難しいですが、いずれは可能になると思います／仕事などで忙しいと思うがや

ってみようと思う／高齢のため／子育てで余裕がない 

 

Ｑ 年齢を教えてください 

 

20歳代 

以下 
30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 

80歳 

以上 

11 181 229 28 15 6 3 

2.3％ 38.3％ 48.4％ 5.9％ 3.2％ 1.3％ 0.6％ 

 

 

 ＊＊＊ すぎなみフェスタ 杉並区町会連合会ブースの様子 ＊＊＊ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加賞の「ペーパークラフト貯金箱」

も好評でした 
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